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■一本一本のろうそくに一人一人の思い

　２月17日、沢田神明宮（沢田字園村）
で行われた、400年以上前から受け継が

れている豊凶占いの伝統行事「ろうそく

まつり」。小高い丘の上にある「岩屋堂」

と呼ばれるほこらの中は、参拝者の思い

が込められた、たくさんのろうそくで埋

め尽くされました。
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期 日 前 投 票

投票期間

県議会議員選挙

４月　２ 日（土）～４月　９ 日（土）

市議会議員選挙

４月１８日（月）～４月２３日（土）

投票場所

弘前市役所

（上白銀町）

２階ロビー

岩 木 庁 舎

（賀田１丁目）

１階ロビー

相 馬 庁 舎

（五所字野沢）

旧 議 事 堂

第３会議室

総合学習センター

（末広４丁目）

１階中会議室

投票時間
午前８時半

～午後８時
午前８時半～午後６時

注意事項

  ①住んでいる地域に関係なく、上記のどの投票所でも

  投票することができます。

  ②投票所によって投票時間が異なります。

  ③投票所入場券が届いている場合は、できるだけ持参

  してください。

  ④印鑑は必要ありません。

投
票
で
き
な
い
人
は
、
下
表
の
と

お
り
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

滞
在
地
で
の
投
票

　

仕
事
や
用
事
な
ど
で
投
票
日
に

市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
で
、
期

日
前
投
票
も
で
き
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
不
在
者

投
票
を
希
望
す
る
人
は
、「
不
在

者
投
票
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
請
求
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。「
不
在
者

投
票
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

６
階
）
お
よ
び
岩
木
・
相
馬
総
合

支
所
の
同
事
務
局
分
室
に
用
意
し

て
い
る
も
の
を
使
う
か
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
郵
送
や
代
理
人
に

選
挙
資
格

○
県
議
会
議
員
選
挙　

■
年
齢
要
件　

平
成
３
年
４
月
11

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
住
所
要
件　

平
成
22
年
12
月
31

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
弘
前
市
に

住
ん
で
い
る
人

○
市
議
会
議
員
選
挙

■
年
齢
要
件　

平
成
３
年
４
月
25

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
住
所
要
件　

平
成
23
年
１
月
16

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
弘
前
市
に

住
ん
で
い
る
人

※
投
票
日
ま
で
に
住
所
を
異
動
し

た
人
は
、
３
ペ
ー
ジ
上
図
の
「
住

所
の
異
動
と
投
票
の
可
否
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

　

は
が
き
で
世
帯
主
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
（
は
が
き
を
開
く
と
４
人

ま
で
記
載
し
て
い
ま
す
）。
も
し
、

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
紛
失

し
た
り
し
た
場
合
で
も
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
県
議
会
議
員
選
挙　

３
月
25
日

現
在
の
住
所
で
作
成
し
、
４
月
２

日
以
降
に
郵
送

○
市
議
会
議
員
選
挙　

４
月
11
日

現
在
の
住
所
で
作
成
し
、
４
月
18

日
以
降
に
郵
送

期
日
前
投
票

　

仕
事
や
用
事
な
ど
で
投
票
日
に

よ
る
手
続
き
も
可
能
で
す
（
フ
ァ

ク
ス
や
Ｅ
メ
ー
ル
は
不
可
）。

　

手
続
き
を
し
た
人
に
は
、
滞
在

地
へ
投
票
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
期
間
の
関
係
上
、

早
め
に
手
続
き
や
投
票
を
し
て
く

だ
さ
い
。

在
宅
投
票

　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
な
ど

で
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
自
宅
で
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
①
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護
５
の
人　

②
身
体
障

害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人
で
両
下
肢
・
体
幹
・

移
動
機
能
の
障
が
い
程
度
が
１
級

か
２
級
の
人　

③
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
な
ど
の
内
臓
機
能
の
障
が

い
程
度
が
１
級
か
３
級
の
人　

④

免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
程
度
が
１

級
か
ら
３
級
ま
で
の
人
な
ど
で

す
。

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
新
た

に
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
も
し
く
は
介
護
保
険
証
を
持
参

し
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
代
理

人
に
よ
る
手
続
き
も
可
）。

【
申
込
期
限
】

○
県
議
会
議
員
選
挙　

４
月
６
日

（
水
）

○
市
議
会
議
員
選
挙　

４
月
20
日

（
水
）

選
挙
公
報

　

県
議
会
議
員
選
挙
、
市
議
会
議

員
選
挙
と
も
に
、
候
補
者
の
経
歴

や
政
見
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報

を
、
各
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
、
岩
木
・
相
馬

庁
舎
、
各
出
張
所
な
ど
の
公
共
施

設
に
も
備
え
付
け
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
配
布
期
間
】　

○
県
議
会
議
員
選
挙　

４
月
３
日

〜
８
日

○
市
議
会
議
員
選
挙　

４
月
19
日

〜
23
日

■
問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
市
役
所
６
階
、
☎

35
・
１
１
２
９
）

住所の異動と投票の可否

　

４
月
に
、
第
17
回
統
一
地
方
選
挙

と
し
て
青
森
県
議
会
議
員
選
挙
と
弘

前
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
声
を

県
政
や
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

大
切
な
選
挙
で
す
。
忘
れ
ず
に
投
票

に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。投
票
時
間
は
、

午
前
７
時
〜
午
後
８
時
で
す
（
一
部

投
票
所
は
午
後
６
時
ま
で
）。

■
問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
市
役
所
６
階
、
☎
35
・

１
１
２
９
）

　　投票日

県議会議員選挙
４月 10 日（日）

市議会議員選挙
４月 24 日（日）

４
月
は

統
一
地
方
選
挙

大
切
な
一
票

　

忘
れ
ず
に
！

市議会議員一般選挙
立候補予定者説明会
　市議会議員一般選挙に立候補

を予定している人を対象に、立

候補に当たっての説明会を開催

します。

▽と　き　３月 24日（木）
　　　　　午後２時～

▽ところ　市民会館（下白銀町）

１階大会議室

▽問い合わせ先　選挙管理委

員会事務局（市役所６階、☎

35・1129）

2

平成23年1月1日以降に
県内から転入届を出した人

平成23年３月26日以降に
転居届を出した人

平成23年３月25日までに
転居届を出した人

平成22年12月10日～31日
に県内の市町村へ転出した人

投票日（４月10日）まで
に県外へ転出した人

投票日（４月24日）まで
に市外へ転出した人

平成23年１月16日までに
転入届を出した人

平成23年１月17日以降に
転入届を出した人

平成23年４月11日までに
転居届を出した人

平成23年４月12日以降に
転居届を出した人

平成23年1月1日以降に
県外から転入届を出した人

平成22年12月31日までに
転入届を出した人

前住所地市町村で投票
※「引き続き住所を有する旨の証
明書」が必要。市役所市民課、市
民課駅前分室・城東分室、各総合
支所民生課、各出張所へ申請を。

転居前の住所地の投票所で
投票できます

転居前の住所地の投票所で
投票できます

現在の住所地の投票所で投
票できます

現在の住所地の投票所で投
票できます

転出先の市町村へ転入届を
出した日によって投票でき
る市町村が異なります

投票できません

弘前市で投票できます

投票できません

投票できません

投票できません

投票できます

■市外から転入した人

■市外から転入した人

■市内で転居した人

■市内で転居した人

■市外へ転出した人

■市外へ転出した人

→

→

平成23年1月1日以降に
県内の市町村へ転出した人

弘前市で投票できます
※「引き続き住所を有する旨の
証明書」が必要。現住所地の市
町村役場か弘前市役所市民課へ
申請を。

→

→

→

→

→

→

→→

→→

→→

→→

→→

県 

議 

会 

議 

員 

選 

挙

市 

議 

会 

議 

員 

選 

挙

※2回以上転出していると投票
できません。

※転出後さらに他市町村へ住所
を移した人は投票できません。

※転出後さらに他市町村へ住所
を移した人は投票できません。
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いただいたご意見・ご提案 市の回答

　当市にはりんごや嶽きみなど、

全国的に知名度の高い魅力的な農

産物があり、朝市や農産物直売が

各地で行われ好評です。市では、

この朝市や直売活動の一層の利用

促進を図るため「朝市産直マップ」

を作成し、周知に努めています。

　このほか、中心市街地でも農家

の直接販売活動を支援し、地産地

消を推進するために、「軽トラ de

（で）夕市」と称して、軽トラッ

クを一堂に集めた産直市を開催し

好評を得たため、取り組みを「産

直マルシェ事業」として拡充し、

中心市街地各所で開催していま

す。これをきっかけに、商店街振

興組合が農業者と連携した産直市

の取り組みや、産直マルシェと連

動したオープンカフェや屋台など

が出店されています。

　また、地元産品の販売や利用促

進のため「ふるさと産品消費県民

運動」に参加している販売店や飲

食店が多数あり、ご提案のあった

農産物直売所に併設された食堂も

あります。

　市としては今後とも、農家の直

接販売活動を支援し、地産地消が

推進されるように、取り組んでい

きたいと考えています。

　「わたしのアイデアポスト」は、市の広聴事業の一つとして、市政に
関するご提案やご意見を多くの皆さんからお伺いし、市政運営に生かす
ことを目的に実施しています。
　現在、上記の 11 カ所にポストを設置していますので、備え付けてあ
る用紙に提案などを記載して投書してください。また、インターネット
やファクス、郵送でも受け付けています。
■わたしのアイデアポストについての問い合わせ先  広報広聴課広聴
係（〒 036・8551、上白銀町１の１、市役所２階、窓口 258、☎ 35・
1194、ファクス 35・0080）

石川出張所

新和出張所

裾野出張所

高杉出張所

船沢出張所

東目屋出張所

市民課城東分室

市民課駅前分室

相馬総合支所民生課

岩木総合支所総務課

市役所総合案内所市役所総合案内所

わたしの
アイデア
ポスト

皆さんからのご意見・ご提案にお答えします

　青森県にはりんご以外にも、お

いしい野菜や果物などがあるの

に、農家の人はそれほど利益にな

らず、見た目の良くないものは廃

棄され、もったいないです。

　そこで、すべて青森の特産物を

使った地元の人の手料理や和・洋・

中の店を出したらいいと思いま

す。また、店の近くで、野菜を作

った人の名前を表記して安全性を

確保した、店で食べた食材が購入

できる道の駅のような場所がある

と、実際に足を運んでもらうきっ

かけになると思います。地元の人

の憩いの場にもなり、利益はすべ

て農家のためになると思います。

　都会でも農家が注目されていま

す。見せる農家で人を集め、地産

地消を目指して、頑張ってほしい

と思います。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
ま
た
は
団　

　

体
を
指
導
育
成
し
、
体
育
・　

　

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
顕　

　

著
な
功
績
を
あ
げ
た
人
に
贈　

　

ら
れ
ま
す
。

◎
成
田
晃
さ
ん
（
弘
前
ス
キ
ー
倶

楽
部
監
事
）

◎
工
藤
直
樹
さ
ん
（
弘
前
体
操
連

盟
副
会
長
）

◎
今
井
の
ぶ
さ
ん
（
弘
前
市
家
庭

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
副
会

長
）

◎
豊
澤
紀
昭
さ
ん
（
弘
前
市
陸
上

競
技
協
会
理
事
長
）

◎
佐
藤
一
郎
さ
ん
（
弘
前
水
泳
協

会
副
会
長
）

◎
長
内
弘
光
さ
ん
（
弘
前
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
常
任
理
事
）

　
　

長
年
に
わ
た
り
組
織
的
な　

　

社
会
体
育
活
動
を
行
い
、
体　

　

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興　

　

に
貢
献
し
た
地
域
ま
た
は
職　

　

域
の
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

◎
堀
越
地
区
体
育
協
会
（
昭
和
51

年
設
立
・
工
藤
健
三
会
長
）

◎
溝
江
香
澄
さ
ん
（
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
）

◎
木
村
綾
花
さ
ん
（
陸
上
）

◎
能
登
谷
巧
さ
ん
（
柔
道
）

◎
山
下
愛
美
さ
ん
（
陸
上
）

◎
堀
川
純
也
さ
ん
（
陸
上
）

◎
成
田
祥
也
さ
ん
（
陸
上
）

◎
寺
島
勝
太
さ
ん
（
空
手
）

◎
今
井
祐
次
郎
さ
ん
（
水
泳
）

◎
佐
藤
充
さ
ん
（
柔
道
）

◎
越
前
谷
重
人
さ
ん
（
陸
上
）

◎
弘
前
実
業
高
等
学
校
陸
上
競
技

部
（
男
子
）

◎
弘
前
実
業
高
等
学
校
陸
上
競
技

部
（
女
子
）

◎
弘
前
大
学
柔
道
部

◎
町
田
充
さ
ん
（
サ
ン
ボ
）

◎
長
内
志
歩
さ
ん
（
躰
道
）

◎
弘
前
市
躰
道
協
会

◎
日
本
空
手
協
会
弘
前
中
央
支
部

◎
津
軽
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部

◎
豊
田
児
童
セ
ン
タ
ー
一
輪
車
ク

ラ
ブ
「
木
村
組
」

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

ス
ポ
ー
ツ
敢
闘
賞

ス
ポ
ー
ツ
敢
闘
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　国民健康保険に加入している
70 歳～ 74 歳の人で、医療機関
での窓口負担が１割の人について
は、４月１日から２割に引き上げ
となる予定でしたが、来年の３月
31 日まで１割に据え置かれるこ
とになりました（既に窓口負担が
３割の人は除く）。
　これに伴い、「１割」と表記し

た高齢受給者証を３月下旬に発送
しますので、お手元に届きました
ら記載内容などを確認してくださ
い。なお、現在お持ちの高齢受給
者証は４月１日以降使用できませ
んので、廃棄してください。
▽問い合わせ先　国保年金課国
保保険料係（市役所１階、窓口
158、☎ 40・7045）

届いたら

記載内容の確認を！

ス
ポ
ー
ツ
敢
闘
賞

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞国民健康保険 高齢受給者証の再交付

社
会
体
育
優
良
団
体
賞

社
会
体
育
優
良
団
体
賞

平成22年　弘前市スポーツ賞
　弘前市スポーツ賞は、長年にわた
り、体育・スポーツの普及振興に努
めた個人や団体、全国のスポーツ大
会などで優秀な成績を収めた人など
を表彰するものです。
　２月 25 日に表彰式典が行われ、
受賞者・受賞団体に賞状と盾が贈ら
れました。
　平成 22 年の各賞の受賞者・受賞
団体を紹介します。
▽問い合わせ先　保健体育課（賀
田１丁目、岩木庁舎内、☎ 82・
1643）

葛西市長と受賞者の皆さん

見　本
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まちの話題
まちの話題を写真

で紹介します。

　男女共同参画を推進するための一つとして、男女の固定的な役割分担を見直し、働き方を変

えることで「ワーク・ライフ・バランス」を推進しようという考え方があります。

　ワーク・ライフ・バランスとは、仕事と家庭生活や地域生活との調和を図り、生き生きと暮

らすための考え方で、年齢や性別を問わず誰もが、仕事、地域活動、自己啓発などさまざまな

活動を選択しバランスよく行うことをいいます。

　仕事は暮らしを支え、生きがいや喜びをもたらします。また同時に、家事や育児、介護、近

隣との付き合いなどの生活も暮らしに欠かすことのできないものです。

　ワーク・ライフ・バランスの実現には、会社や家族など周囲の理解や協力が必要です。例えば、

女性だけではなく男性も、仕事と家事や育児、介護、地域活動などを両立するためには、長時

間労働の改善や休暇を取ることへの職場内意識の改善など、働き方の見直しをすることも必要

ではないでしょうか。男女共同参画を進めるために、皆さんも仕事と生活の調和の在り方につ

いて、いま一度考えてみませんか。

■担　当　市民参画センター（元寺町、☎ 31・2500）

をすすめよう

ための つとして 男女の固定的な

をす共同参画
男女男女男女

vol.  6vol.  6

　

異
動
時
期
に
お
け
る
窓
口
の
混

雑
緩
和
と
待
ち
時
間
短
縮
の
た

め
、
３
月
26
日
か
ら
４
月
３
日
ま

で
は
、
土
・
日
曜
日
も
転
出
や
転

入
な
ど
を
対
象
と
し
た
窓
口
業
務

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
他
市
町
村
・
行
政
機
関
が
休
業

の
た
め
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
再

度
来
庁
し
て
も
ら
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。

▽
と　

き　

３
月
26
日
（
土
）・

27
日
（
日
）、
４
月
２
日
（
土
）・

３
日
（
日
）

▽
時　

間　

午
前
８
時
半
〜
午
後

５
時
15
分

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
（
上

白
銀
町
）

▽
取
扱
業
務　

詳
細
は
各
担
当
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
広
報
ひ
ろ
さ
き
３
月
１
日
号

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
住
民
異
動
届
・
戸
籍
届
の
受
け

付
け
、
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
証

明
書
・
印
鑑
証
明
書
の
発
行
な
ど

…
市
民
課
（
１
階
、
☎
35
・
１
１

１
３
）

○
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
国
民
年
金
の
免
除
・
給
付

の
届
け
出
な
ど
…
国
保
年
金
課

（
１
階
、
☎
40
・
７
０
４
５
〜
７

０
４
８
）

○
障
害
者
手
帳
・
自
立
支
援
医
療

の
手
続
き
な
ど
…
福
祉
総
務
課

（
１
階
、
☎
40
・
７
０
３
６
）

○
子
ど
も
手
当
、
保
育
所
の
入
退

所
の
手
続
き
な
ど
…
子
育
て
支
援

課
（
１
階
、
☎
40
・
７
０
３
９
、

35
・
１
１
３
１
）

○
転
出
・
転
入
・
転
居
に
伴
う
小
・

中
学
校
の
就
学
事
務
…
学
務
課
弘

前
分
室
（
２
階
、
☎
40
・
７
０
５

７
）

※
「
ご
み
分
別
収
集
日
程
表
・
分

け
方
出
し
方
の
チ
ラ
シ
」
の
配
布

は
日
直
業
務
（
市
役
所
本
庁
舎
、

正
面
玄
関
夜
間
受
付
、
☎
35
・
１

１
１
１
）
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
の
使
用
開
始･

廃

止
の
受
け
付
け
は
、
上
下
水
道
部

（
茂
森
町
、
☎
36
・
８
１
１
５
、

夜
間
・
休
日
☎
36
・
８
１
０
０
）

で
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
連

絡
は
５
日
く
ら
い
前
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

３月 26 日から４月３日までの土・日曜日

市役所本庁舎で市役所本庁舎で

一部窓口業務一部窓口業務を行いますを行います

　２月 11 日、弘前文化センター（下白銀町）で弘前市
中学生「わたしたちの弘前城」絵はがき原画展表彰式が
行われました。「弘前城とその周辺の歴史を感じさせる
風景」をテーマに作品を募集したところ、約 40 点の応
募があり、この中から教育長賞と優秀賞に輝いた５人
が表彰されました。受賞者は次の通りです。【教育長賞】
高杉千風優さん（北辰中）／鈴木かすみさん（北辰中）／
相馬江美さん（二中）／中村咲貴子さん（三中）／蛸島優
芽季さん（聖愛中）、【優秀賞】髙杉絵里菜さん（北辰中）
／大鰐ヒラリー佑季さん（北辰中）／三浦愛奈さん（二
中）／本田祐輝さん（三中）／成田美彩さん（附属中）

　２月 22 日、高等学校での文化芸術活動を奨励し、
全国大会などで優秀な成績を収めた生徒や文化部に贈
られる弘前市文化奨励賞の表彰式が、市役所の市長室
で行われました。本年度の受賞者は次の通りです。
個人の部＝石岡美穂さん（柴田女子高等学校／第 25
回全国高等学校文芸コンクール俳句部門優良賞）／団
体の部＝県立弘前中央高等学校演劇部（第 34 回全国
高等学校総合文化祭演劇部門文化庁長官賞・優秀校）
　

　２月 22 日・23 日の２日間、ホテルニューキャッ
スル（上鞘師町）を主会場に、「弘前公園さくらフォ
ーラム」が開催され、県内外から 200 人を超える参
加者が集まりました。23日は、弘前公園二の丸で「サ
クラ剪定現地講習会」が行われ、約 150 人の参加者が、
樹木医の解説を聞きながら市公園緑地課職員によるせ
ん定作業を見学しました。参加者は作業の様子をカメ
ラで撮影したり、樹木医の説明のメモをとるなどして、
熱心に作業に見入っていました。

２月２２日・２３日

２月２２日

弘
 前市文化奨励賞表彰式

２月１１日

弘前市中学生「わたしたちの弘

前城」絵はがき原画展表彰式

弘
 前公園さくらフォーラム
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市
民
空
手
教
室

▽
と　

き　

小
学
生
以
下
＝
４
月

の
毎
週
日
曜
日
、
午
後
１
時
半
〜

２
時
半
／
中
学
生
以
上
＝
４
月
の

毎
週
月
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時

半▽
と
こ
ろ　

極
真
会
館
弘
前
道
場

（
大
清
水
２
丁
目
）

▽
内　

容　

空
手
の
基
本
技
と
護

身
術
、
気
功
な
ど

▽
対　

象　

満
５
歳
以
上
の
市
民

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
申
込
先　

電
話
で
池
田
さ
ん

（
☎
携
帯
090
・
６
５
４
６
・
９
２

０
９
）
へ
。

※
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

あ
す
な
ろ
体
操
ス
ク
ー
ル

　

平
成
23
年
度
の
生
徒
を
募
集
し

ま
す
。

▽
と　

き　

４
月
〜
平
成
24
年
３

月
の
主
に
日
曜
日
（
月
２
回
）、

午
後
５
時
半
〜
７
時

▽
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
（
五
十

石
町
）

▽
内　

容　

①
エ
ン
ジ
ェ
ル
コ
ー

ス
＝
ボ
ー
ル
、
縄
、
マ
ッ
ト　

②

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス
＝
器
械
体
操
、

新
体
操
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど

③
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
＝
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ヨ
ガ
、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど

▽
対　

象　

①
４
歳
〜
５
歳
児
＝

５
人　

②
小
学
生
＝
60
人　

③
成

人
＝
30
人

▽
受
講
料　

①
・
②
＝
年
間
１
万

２
０
０
０
円
／
③
＝
年
間
６
０
０

０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
を
含

む
。

▽
持
ち
物　

内
履
き

▽
申
し
込
み　

３
月
27
日
（
日
）

▽
期　

間　

４
月
７
日
〜
７
月
30

日▽
科　

目　

生
命
の
科
学
、
歴
史

と
社
会
Ａ
、
日
本
語
史
Ａ
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
総
論
Ａ
、
介
護
概

論
な
ど
（
予
定
）

▽
受
講
料　

無
料
（
別
途
資
料
代

２
５
０
０
円
が
必
要
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

３
月

23
日
〜
29
日
に
、
弘
前
学
院
大
学

学
務
課
窓
口
（
稔
町
、
☎
34
・
５

２
１
１
）
へ
。

※
科
目
一
覧
・
講
義
概
要
は
、

窓
口
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

hirogaku-u.ac.jp/

）
に
掲
載
し

ま
す
。

で
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
と　

き　

３
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
内　

容　

基
調
講
演
「
い
ま
、

子
ど
も
た
ち
が
あ
ぶ
な
い
！
子
ど

も
に
笑
顔
を
！
」
…
講
師
・
田
澤

雄
作
さ
ん
（
国
立
病
院
機
構
仙
台

医
療
セ
ン
タ
ー
総
合
成
育
部
小
児

科
部
長
）
／
座
談
会
「
弘
前
な
ら

で
は
の
子
育
て
を
考
え
る
」
…
パ

ネ
ラ
ー
・
田
澤
雄
作
さ
ん
（
基
調

講
演
講
師
）、
李
永
俊
さ
ん
（
弘

前
大
学
人
文
学
部
教
授
）、
清
野

眞
由
美
さ
ん
（
弘
前
こ
ど
も
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ぴ
ー
ぷ
る
代
表
理

事
）、
葛
西
憲
之
弘
前
市
長

※
司
会
進
行
は
増
田
由
美
子
さ
ん

（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
市
子

育
て
支
援
員
）。

▽
入
場
料　

無　

料

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
3
月

22
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

を
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
政
策
推
進
担
当（
市
役
所
２
階
、

内
線
３
２
４
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
す
が
、
ス
ペ

ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

催　

し

教
室･

講
座

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

津
軽
塗
研
修
生
卒
業
展

〜
蕾
〜　
　
　
　
　
　

　

津
軽
の
代
表
的
な
伝
統
工
芸
品

「
津
軽
塗
」
の
職
人
を
目
指
し
、

３
年
半
に
わ
た
り
技
術
習
得
に
取

り
組
ん
で
き
た
研
修
生
に
よ
る
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

３
月
18
日
〜
21
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
と
こ
ろ　

百
石
町
展
示
館
２
階

第
３
展
示
室

▽
内　

容　

研
修
内
容
の
紹
介
と

作
品
の
展
示
・
販
売

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
漆
器

協
同
組
合
連
合
会（
神
田
２
丁
目
、

☎
兼
フ
ァ
ク
ス
35
・
３
６
２
９
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　
　

〜
弘
前
な
ら
で
は
の
子
育
て
を
考

え
る
〜

　

市
で
は
、「
子
ど
も
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
弘
前
」
を
築
く
た
め
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
や
、
弘
前
な
ら
で
は
の
子
育

て
と
は
何
か
に
つ
い
て
地
域
全
体

の
午
後
４
時
半
〜
６
時
半
に
、
受

講
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館
会
議

室
へ
。

※
第
１
回
目
の
ス
ク
ー
ル
は
、
４

月
上
旬
に
開
催
を
予
定
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

午
後
７
時
〜

８
時
に
、
弘
前
体
操
連
盟
（
佐
々

木
さ
ん
、
☎
34 

・
８
５
６
０
）
へ
。

弘
前
学
院
大
学 　

開
放
講
義
（
前
期
）

　

弘
前
学
院
大
学
で
は
、
開
か
れ

た
大
学
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
学
生
と
一
緒
に

通
常
の
講
義
を
受
講
す
る
「
開
放

講
義
」
を
実
施
し
ま
す
。

　観光弘前に彩りを添える「第 28 回弘前城ミス桜コ
ンテスト」を開催します。選ばれた皆さんには、市の

四大まつりや県内外での各種観光イベントなどで弘前四大まつりや県内外での各種観光イベントなどで弘前

をＰＲするために活躍してもらいます。をＰＲするために活躍してもらいます。

▽▽と　きと　き　４月 10日（日）、午後１時～　４月 10日（日）、午後１時～
▽▽ところところ　弘前文化センター（下白銀町）２階大会議室　弘前文化センター（下白銀町）２階大会議室

▽▽選　出選　出　ミス桜グランプリ＝１人／ミス桜＝２人　ミス桜グランプリ＝１人／ミス桜＝２人

※ミス桜グランプリには 70万円相当の賞金・賞品を、※ミス桜グランプリには 70万円相当の賞金・賞品を、
ミス桜には 15 万円相当の賞金・賞品を贈呈。また、ミス桜には 15 万円相当の賞金・賞品を贈呈。また、
決勝審査参加者に記念品を、さらにミス桜グランプリ決勝審査参加者に記念品を、さらにミス桜グランプリ

とミス桜の推薦者にも記念品を贈呈します。とミス桜の推薦者にも記念品を贈呈します。

▽▽選出方法選出方法　一次審査（書類選考）で 15 人程度を選　一次審査（書類選考）で 15 人程度を選
出し、会場での決勝審査で決定。書類審査の結果は、出し、会場での決勝審査で決定。書類審査の結果は、

東奥日報の紙上に掲載するほか、郵送で通知します。東奥日報の紙上に掲載するほか、郵送で通知します。

▽▽応募資格応募資格　満 18 歳～ 28 歳の高校生を除く未婚女　満 18 歳～ 28 歳の高校生を除く未婚女
性で、津軽地域（青森市を含む）に住んでいる人性で、津軽地域（青森市を含む）に住んでいる人

▽▽申込先申込先　３月 28日までに、申込用紙に住所、氏名、　３月 28日までに、申込用紙に住所、氏名、
生年月日、電話番号、学歴、職業（勤務先）、趣味な生年月日、電話番号、学歴、職業（勤務先）、趣味な

どを記入し、顔写真・全身写真を各１枚張り、下記にどを記入し、顔写真・全身写真を各１枚張り、下記に

申し込みを。申込用紙も用意しています。申し込みを。申込用紙も用意しています。

①東奥日報社弘前支社（〒 036・8207、上白銀町３①東奥日報社弘前支社（〒 036・8207、上白銀町３
の４、☎ 34・5151）の４、☎ 34・5151）
②弘前市観光物産課（〒 036・8551、上白銀町１の１、②弘前市観光物産課（〒 036・8551、上白銀町１の１、
市役所５階、☎ 35・1128）市役所５階、☎ 35・1128）

●●写真は昨年のミス桜グランプリ（中央）とミス桜写真は昨年のミス桜グランプリ（中央）とミス桜

の皆さんの皆さん

　近年、青森県動物愛護センターに持ち込まれる猫が

増えています。昨年度は 2,221 匹の猫が持ち込まれ、

その約７割が子猫でした。

　不幸な命を減らすため、次のことにご協力をお願

いします。

●飼い猫には、飼い主が分かるように迷子札を付けま

しょう。

●飼い猫には、不妊手術を受けさせましょう。

H19年度 H20年度 H21年度

センターに持ち込まれた頭数 1,966 2,367 2,221

譲渡した頭数 20 44 26

猫の飼い方について猫の飼い方について

弘
前
民
俗
芸
能
発
表
会

　

大
切
に
守
り
た
い
ふ
る
さ
と
津

軽
の
伝
統
芸
能
を
発
表
し
ま
す
。

▽
と　

き　

３
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
開
演

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
ホ
ー
ル

▽
内　

容　

津
軽
民
謡
、手
踊
り
、

三
味
線
、
獅
子
舞
ほ
か

▽
入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必

要
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
民
俗

芸
能
保
存
連
合
会
（
石
岡
さ
ん
、

☎
88
・
２
０
２
８
）
／
弘
前
文
化

セ
ン
タ
ー
（
☎
33
・
６
５
７
１
）

●猫は、できるだけ家の中で飼いましょう。

●野良猫には、餌を与えないようにしましょう。

▽問い合わせ先　青森県動物愛護センター（青森市宮

田字玉水、☎青森 017・726・6100）

第 28 回第 28 回第 28 回

▽
申

込
み弘前に彩りを添える「第 28 回弘前城ミス桜コ観光弘前に彩りを添える「第 28 回弘前城ミス桜コ

ンテスト」を し す 選ばれた さんにはンテスト」を開催します 選ばれた皆さんには 市の

弘前城ミス桜コンテスト弘前城ミス桜コンテスト弘前城ミス桜コンテスト

お知らせ

有 料 広 告 有 料 広 告
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２３年３月１５日号11

　本物の建築を追求し、弘前に多くの

作品を残した前川國男の博物館が４月

１日にオープンします。

　市民会館をはじめ市役所、市立病院、

斎場など、長く市民に親しまれている

前川建築作品の写真パネルや模型、年

表などを展示します。

　前川作品の完成当時の珍しい写真や

第一作となる木村産業研究所の手書き

の図面のほか、館内の貴賓室を公開し

ます。前川國男のプライベートな側面

や作品の空間の美しさを堪能してみま

せんか。

▽開館時間　午前 10時～午後４時
▽ところ　弘前こぎん研究所（在府町

61）
▽入館料　無　料

▽休館日　土・日曜日、祝日

※４月１日～５月８日は土・日曜日も

開館します。

▽問い合わせ先　前川國男の建物を大

切にする会（代表・葛西ひろみさん、

☎ 33・3260） ■平成 23年度移動図書館「はとぶえ号」の巡回場所など

曜日 駐車時間 ステーション
23年度
巡回初日

金 午後
１：40～ ２：30  松原（コープ松原店）

時間変更 4月 1日
２：45～ ３：15  文京小学校

土

午前 10：00 ～ 10：40  城東団地（青森銀行城東支店）

変更なし 4月 2日
午後

１：30～ １：50  青山（ユニバース堅田店）

２：20～ ２：40  岩木児童センター

３：10～ ３：30  石渡（サンデー弘前石渡店）

水

午前 10：00 ～ 10：40  安原（マックスバリュ安原店） 変更なし

4月 6日
午後

１：40～ ２：10  城東小学校
時間変更

２：50～ ３：20  相馬小学校

金 午後 ２：30～ ３：30  清水交流センター 変更なし 4月 8日

土

午前 10：00 ～ 10：40  総合学習センター

変更なし 4月 9日
午後

１：30～ １：50  県営宮園団地（旧マルエス向かい）

２：20～ ２：40  致遠児童センター

３：10～ ３：30  樋の口（ロックタウン弘前樋の口店）

水

午前 10：00 ～ 10：40  学園町（弘前大学附属小・中学校正門前）

変更なし 4月 13 日
午後

１：30～ ２：00  和徳小学校

２：10～ ２：40  和徳幼稚園

３：00～ ３：30  第三大成小学校

少
年
・
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

　

科
学
実
験
や
図
画
・
工
作
、
見

学
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
夢
と
創
造
性
を
育
て
ま
す
。
市

内
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
期
間　

４
月
24
日
〜
平
成

24
年
３
月
４
日
の
指
定
の
土
・
日

曜
日
（
年
間
23
回
）、
午
前
９
時

半
〜
11
時
半

▽
活
動
場
所　

弘
前
文
化
セ
ン
タ

ー
（
下
白
銀
町
）
工
作
実
習
室
ほ

か▽
対　

象　

市
内
小
学
校
３
年
生

〜
中
学
生
＝
36
人

▽
参
加
料　

年
間
３
０
０
０
円

（
材
料
費
・
保
険
料
と
し
て
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

３
月

30
日
ま
で
に
、
は
が
き
で
福
田
智

好
さ
ん
（
〒
036
・
８
０
７
１
、
大

久
保
字
西
田
１
０
５
の
40
、
城
東

小
学
校
内
、☎
32
・
４
０
５
４
）へ
。

健 

康 

相 

談

　
「
生
活
習
慣
病
の
予
防
」「
禁
煙

し
た
い
」「
健
診
結
果
を
詳
し
く

知
り
た
い
」「
健
診
受
診
後
の
生

活
に
つ
い
て
」
な
ど
、
健
康
や
栄

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　

子
ど
も
手
当
は
、
中
学
生
ま
で

の
子
ど
も
を
養
育
す
る
人
に
、
子

ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
１
万
３
０

０
０
円
を
支
給
す
る
平
成
23
年
３

月
ま
で
の
制
度
で
す
。

　

２
月
４
日
に
支
給
さ
れ
た
手
当

は
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
23
年
１

月
ま
で
の
分
と
な
っ
て
お
り
、
２

月
お
よ
び
３
月
分
の
手
当
に
つ
い

て
は
、こ
れ
ま
で
と
同
じ
月
額
で
、

６
月
に
支
給
す
る
予
定
で
す
。

　

４
月
分
以
降
の
手
当
に
つ
い
て

は
、
制
度
が
決
ま
り
次
第
、
本
紙

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
（
市
役
所
１
階
、
窓
口
109
、
☎

40
・
７
０
３
９
）

そ
の
他

ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

活
動
説
明
会　
　
　

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
完
走
す
る
こ

と
な
ど
を
目
標
に
練
習
を
し
て
い

る
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
ク
ラ
ブ
で

す
。
平
成
23
年
度
は
、
小
学
生
も

参
加
で
き
る
コ
ー
ス
を
開
設
し
ま

す
。
市
民
マ
ラ
ソ
ン
に
興
味
の
あ

る
人
、
走
る
こ
と
を
楽
し
み
た
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

４
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
半

▽
と
こ
ろ　

青
森
県
武
道
館
（
豊

田
２
丁
目
）
会
議
室

▽
内　

容　

活
動
内
容
や
日
程
の

説
明
／
説
明
会
終
了
後
、
運
動
公

園
内
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ

▽
参
加
料　

無　

料

※
入
会
後
は
別
途
年
会
費
な
ど
が

必
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

ス
ポ

ネ
ッ
ト
弘
前
（
☎
32
・
６
５
２
３
、

フ
ァ
ク
ス
88
・
６
２
３
９
）
へ
。

※
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

養
に
つ
い
て
保
健
師
や
栄
養
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
事
前
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
４
月
の
相
談
日　

５
日
・
19
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
半　

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
野
田
2
丁
目
）

▽
予
約
受
付
時
間　

午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先　

健
康

推
進
課
（
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
、
☎
37
・
３
７
５
０
）

墓
地
公
園
の
開
園
と
バ
ス
臨
時

停
留
所
の
設
置
に
つ
い
て　
　

 

　

冬
季
閉
園
し
て
い
た
墓
地
公
園

（
小
沢
字
井
沢
）
を
、
３
月
16
日

（
水
）
か
ら
開
園
し
ま
す
。
ま
た
、

春
分
の
日
の
３
月
21
日
（
月
）
は
、

久
渡
寺
線
の
路
線
バ
ス
が
墓
地
公

園
を
経
由
し
て
運
行
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
墓
参
り
で
持
参
し
た
供

物
や
献
花
な
ど
は
各
自
で
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

▽
臨
時
停
留
所　

墓
地
公
園
内
、

墓
地
公
園
入
り
口
（
２
カ
所
）

▽
料　

金　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
臨
時
停
留
所
ま
で
、
片
道
３
８

０
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

環
境
保
全
係
（
☎
40
・
７
０
３
５
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
の
募
集
説
明
会　
　
　

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
開
発
途
上

国
の
人
々
の
自
助
努
力
を
促
進
さ

せ
る
形
で
協
力
活
動
を
展
開
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。

【
青
年
海
外
協
力
隊
】

▽
と　

き　

４
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時　

▽
資　

格　

満
20
歳
〜
39
歳
の
日

本
国
籍
の
あ
る
人

【
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

▽
と　

き　

４
月
９
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
半
〜
午
後
０
時
半

▽
資　

格　

満
40
歳
〜
69
歳
の
日

本
国
籍
の
あ
る
人

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

青
森
県
水
産
ビ
ル

（
青
森
市
安
方
１
丁
目
）
６
階

▽
内　

容　

応
募
資
料
の
配
布
、

概
要
説
明
、参
加
者
の
体
験
発
表
、

個
別
応
募
相
談
な
ど

▽
そ
の
他　

説
明
会
へ
の
参
加
は

無
料
で
、
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東

北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
（
☎
仙
台

022
・
223
・
４
７
７
２
）

献
血
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か　

　

県
が
「
献
血
に
関
す
る
意
識
に

つ
い
て
」
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

初
め
て
献
血
を
し
た
き
っ
か
け

は
、「
職
場
や
学
校
の
呼
び
か
け

で
」
と
い
う
答
え
が
お
よ
そ
半
数

と
圧
倒
的
に
多
い
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
一
方
、
今
ま
で
１
回
も
献

血
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
「
健

康
上
の
理
由
」「
機
会
が
な
い
」「
怖

い
」
と
い
う
答
え
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。

　

医
療
機
関
で
は
毎
日
の
よ
う
に

血
液
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
突
発
的
な
事
故
や
手
術
で
は

な
く
、
定
期
的
な
治
療
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
１
カ
月
間
で
お
よ

そ
６
０
０
０
人
が
献
血
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
医
療
機
関
に
供

給
さ
れ
る
血
液
は
か
な
り
不
足
し

て
い
ま
す
。

　

献
血
バ
ス
は
事
業
所
や
学
校
な

ど
を
巡
回
し
て
お
り
、
献
血
が
初

め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
献
血
者
の
健
康
状
態
を
最

優
先
に
確
認
し
て
い
ま
す
の
で
、

ほ
ん
の
少
し
の
勇
気
を
持
っ
て
献

血
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

（
野
田
２
丁
目
、
弘
前
市
保
健
セ

ン
タ
ー
内
、
☎
37
・
３
７
５
０
）

　「はとぶえ号」は、市内の

各ステーションを水・金・土

曜日に巡回し、本の貸し出し

などを行っています。

　各ステーションを隔週で巡

回していますが、４月から４

カ所の駐車時間が変更となり

ます。そのほかのステーショ

ンは昨年度と同様で、変更は

ありません。

▽問い合わせ先　弘前図書館

サービス係（☎ 32・3794）

本物 建築を追求 弘前 多く

移動図書館移動図書館
「はとぶえ号」「はとぶえ号」
からのお知らせからのお知らせ

移動図書館
「はとぶえ号」
からのお知らせ

・
・ ●

・

・

弘前大学医学部
保健学科

・

弘前大学医学部

朝陽小朝陽小

茂森町郵便局茂森町郵便局

弘前消防署弘前消防署

弘前こぎん研究所弘前こぎん研究所

建築家前川國男
プチ博物館オープン

お知らせ

有 料 広 告 有 料 広 告
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広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人の
  動き

※平成22年国勢調査要計表速報値
（総務省統計局集計）を基礎に算出
男女別の内訳は公表されていません

・人　口　　　 （前月比）
　　 183,315 人 (-124)
・世帯数
　　 70,424 世帯 (+ 38)
平成23年２月1日現在（推計）

油伝（１）遺跡で発見された中世の堀跡油伝（１）遺跡で発見された中世の堀跡

　

幾
多
の
ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越

え
、
７
年
に
わ
た
る
宇
宙
の
旅
の

末
に
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
か
ら
昨
年

６
月
、
地
球
に
帰
還
し
た
小
惑
星

探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の
帰
還
カ

プ
セ
ル
全
国
巡
回
展
が
当
市
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
市
出
身
の
川
口
淳
一
郎
教
授

を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
科

学
者
た
ち
が
成
し
遂
げ
た
、
世
界

に
誇
る
偉
業
を
自
身
の
目
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
開
催
期
間　

３
月
31
日
〜
４
月

４
日  （
期
間
中
は
無
休
）

▽
観
覧
時
間　

午
前
９
時
半
〜
午

後
７
時

▽
内　

容　

帰
還
カ
プ
セ
ル
構
成

品
（
カ
プ
セ
ル
本
体
、
電
子
機
器

部
、
前
面
・
背
面
の
断
熱
容
器
、

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
）・
カ
プ
セ
ル
カ

ッ
ト
モ
デ
ル
・
は
や
ぶ
さ
縮
尺
模

型
・
関
連
パ
ネ
ル
の
展
示
、
ビ
デ

オ
上
映
な
ど

※
展
示
品
は
一
部
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
観
覧
料　

無　

料

▽
そ
の
他　

期
間
中
は
、
駐
車
場

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
観
覧
の
際
の
お
願
い
】

　

今
回
の
展
示
品
は
貴
重
な
研
究

対
象
の
た
め
、
撮
影
は
一
切
禁
止

し
ま
す
。
ま
た
、
展
示
室
内
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
博
物
館

（
下
白
銀
町
、
☎
35
・
０
７
０
０
）

りんご創作炭展　開催中りんご創作炭展　開催中
　りんご公園では、りんごの実・枝・葉などをすべて炭化し、

一つ一つ細やかな創作で仕上げた作品を、アップルスタジオ

の協力で展示しています。

▽と　き　３月 28日までの午前９時～午後５時
▽ところ　りんご公園（清水富田字寺沢）「りんごの家」

▽問い合わせ先　りんご公園（☎ 36・7439）　

発掘調査速報展発掘調査速報展

市立博物館
特別企画展１

　市教育委員会では毎年、道路建設や史　市教育委員会では毎年、道路建設や史
跡整備などに伴い、遺跡の発掘調査を実跡整備などに伴い、遺跡の発掘調査を実
施し、その成果を公開しています。施し、その成果を公開しています。
　今回は、平成　今回は、平成 2222 年度に調査した遺跡年度に調査した遺跡
の中から、平安時代の住居跡や中世の井の中から、平安時代の住居跡や中世の井
戸跡・堀跡などが発見された油伝（１）戸跡・堀跡などが発見された油伝（１）
遺跡（蒔苗字油伝）、幕末から明治時代遺跡（蒔苗字油伝）、幕末から明治時代
のものと考えられる建物の礎石が発見さのものと考えられる建物の礎石が発見さ
れた史跡津軽氏城跡弘前城跡長勝寺構のれた史跡津軽氏城跡弘前城跡長勝寺構の
長勝寺（西茂森１丁目）などを紹介しま長勝寺（西茂森１丁目）などを紹介しま
す。す。
▽▽と　きと　き　３月　３月 1919 日～通年、午前９時日～通年、午前９時
～午後５時～午後５時
▽▽ところところ　旧弘前市立図書館（下白銀町、　旧弘前市立図書館（下白銀町、
追手門広場内）２階展示コーナー追手門広場内）２階展示コーナー
▽▽入場料入場料　無　料　無　料
▽▽問い合わせ先問い合わせ先　文化財保護課埋蔵文化　文化財保護課埋蔵文化
財係（岩木庁舎内、☎財係（岩木庁舎内、☎ 8282・・16421642））

（C）宇宙航空研究開発機構（JAXA）


